
 

 

朝霞市学校施設長寿命化計画（第２期）（素案）　概要 

 

■策定経緯 

　本市の小中学校の施設（以下「学校施設」という。）の多くは、昭和 40(1965)年代後半か

ら 50(1975)年代の児童生徒が急増した時期に建設され、小中学校全 15 校のうち築 40 年以

上の学校施設が 5割を占め、経年による老朽化対策が課題となっている。 

令和 2年 3月に策定した「朝霞市学校施設長寿命化基本方針」の計画期間が令和７年度末

をもって満了するため、学校施設の改築・改修等の施設整備や維持管理に係る予算の平準化

を実現しつつ、学校施設に求められる機能を確保を考慮した具体的な実施方針・計画として

「朝霞市学校施設長寿命化計画」（以下「本計画」という）を策定する。 

 

■計画概要 

　計画期間：令和８年度から令和１７年度（１０年間） 

　対象施設：小学校１０校、中学校５校　合計１５校の校舎、屋内運動場（体育館、武道場）

及びプール施設 

（校舎内にある自校給食施設（調理設備を除く）、放課後児童クラブ、防災倉

庫は、校舎と一体の改修等が想定されるため、本計画の対象施設とする。） 

 

■改築及び長寿命化改修の優先順位【計画書　P31、P34】 

学校施設の老朽化状況や優先度の考え方を踏まえた優先順位は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
優先度 改築 長寿命化改修

 
１位 朝霞第二中学校 朝霞第三中学校

 
２位 朝霞第二小学校 朝霞第四中学校

 
３位 朝霞第一小学校 朝霞第七小学校

 
４位 朝霞第三小学校 朝霞第八小学校



■第２期の実施計画【計画書　P39】 

 

 

 

■今後のスケジュール 

　　・市民コメントの実施 

期間：１１月２０日（木）から１２月２２日（月） 

　　・計画の策定 

　　　　　令和８年３月の策定を予定 


